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目 黒 の 祭 事  ひ な ま つ り 

２ ０ １ ６ 年 ２ 月 １ ０ 日 発 行 

自 然 通 信 員 だ よ り 第 ５ ７ 号 

め ぐ ろ い き も の 気 象 台 

T e l : 0 3 - 5 7 2 2 - 9 3 5 5 

F a x : 0 3 - 3 7 9 2 - 2 1 1 2 

〒 1 53 - 85 73 目黒区上目黒 2- 1 9 - 15 

目黒区みどりと公園課みどりの係 

 

9月 20日 
ミドリヒョウモン。山地の
チョウですが秋に都会で
も見られることが……。 
（碑文谷公園にて自然通
信員） 

10月 7日 モズ(メス) 
タカのようなかぎになったく
ちばしを持ちます。 
（緑が丘２丁目 自然通信員） 

8月 10日 クマゼミ 
人生初クマゼミ、捕まえま
した。 
（碑文谷公園にて自然通
信員） 

9月 20日 
カマキリのお腹から出てきた
ハリガネムシ 
（緑が丘１丁目 自然通信員） 

ハクビシンの写真を２枚！ 
左 / 平成 22年 6月 12日（昼）上目黒３丁目 
右 / 平成 27年 6月 12日（夜）中目黒３丁目 （自然通信員） 

10月 4日 
川底を歩くキセキレイ 
目黒川船入場 
（碑文谷６丁目 自然通信員） 

10月 7日 
アサギマダラ 
花の蜜を吸っていました。私は
都内で見るのは初めてでした。 
（中目黒公園にて自然通信員） 

まもり伝える生物多様性 めぐろ区 
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昨年の春の最も早い「初音」は 2015年 2月 22日、中町１丁目の報告でした。  

報告数は 13件でした。 

●２月２２日午前中、シジュウカラの巣箱を取り付けていると、ウグイスの鳴き声
が大きく聞こえてきました。まだしっかり鳴けていないので、おぼつかない鳴き声
でしたが、３回聞いたので、たぶん間違いないと思います。（中町１丁目 自然通信
員）  

●３月１１日 誰にもわかるような、ウグイスのさえずりを聞きました。朝６時す
ぎから３０分ぐらいで、移動しましたが日中もぐぜり鳴き？してるようです。（洗足
２丁目 自然通信員） 

●３月１３日 ９時３５分頃 下目黒５丁目 1５付近でウグイスの声、ホーホーケ
ッキョと３度 初音を聞きました。（下目黒５丁目/下目黒３丁目 自然通信員） 

●本日３月１６日 午前１１時頃 東京医療センター（目黒区東が丘２－５－１）の、駒沢通り沿いの出入り口
付近にある木で鳴いていました。（自然通信員) 

 

 

２個の巣箱で巣作りしました！ 
≪観察報告から≫◎7月11日 庭のもみじの樹に設置していた巣箱から巣立った

ばかりのシジュウカラのヒナが、近くに置いてある自転車の上に飛んできて、キョ

ロキョロとまわりを見回している姿を見つけました。（洗足 2丁目 自然通信員） 

●皆様ご協力ありがとうございました！今年は巣箱の利用が少なかったようです。 

●巣箱は 2年目以降に入ることも多くあります。12月には巣箱を取り外し、巣箱

の中が何もない状態に掃除し、熱湯消毒を行ってください。その後、中をよく乾燥させてから、再度設置場所に

しっかり固定してください（巣作りをしなかった場合でも、固定し直すと翌年以降入りやすくなります）。今年も

ご報告お待ちしています。 

 

いきもの 観察日 観測地・観察のようす 

エナガ 6月 23日 17:50 頃。幼鳥を含む群れ。緑道内のサクラなどで採餌。チー、チー、チーと高い

金属音で盛んに鳴く。(呑川本流緑道 自然通信員) 

セグロアシナガ

バチ 

5月 24日 呑川柿の木坂支流緑道。12:30 頃。フタモンアシナガバチより大きい。アサガオの

上を旋回し茂みの中へはいる。翅はあめ色根。(呑川柿の木坂支流緑道 自然通信員) 

カネタタキ 8月 20日 初鳴きを聞く。庭地。草むらのなかでキンキン鳴く。(平町１丁目 自然通信員) 

ホトトギス 10月 4日 14:00頃。体長 15cm程度の幼蛇。子どもが見つける。(菅刈公園 自然通信員) 

ジョウビタキ 11月 16日 7:10頃。屋根の上のアンテナで鳴く。(大岡山１丁目 自然通信員) 

チョウゲンボウ 12月 17日 8:30頃。商店街中空を飛ぶ。旋回する。(上目黒２丁目 自然通信員) 

●373種のいきものたちとの出会いがありました 

自然通信員の報告や観察会などの結果から1837件の観察情報が寄せられ、373種のいき
ものが記録されました。区内では見る機会の少ない例としてはノスリ(緑が丘:タカのなかま。
カラスに追われる)、ヒバリ(平町:2羽が上空を飛ぶ)、クロジ(碑文谷:アオジと一緒にいた)、 

タマムシ(駒場野公園)、ホソミオツネントンボ(五本木:親の姿で冬越しするイトトンボ)などで
す。たくさんのいきもの情報をありがとうございました。私たちと一緒に、都会のみどりの
中に暮らすいきものたちを、応援していきたいですね。 

●はじめまして 目黒区！ 

目黒区での初記録のものは、リュウキュウツヤハナムグリ(碑文谷公園:コガネムシのなかま→写真)、キノコのなか
まのクロノボリリュウタケ(駒場野公園)、ヒメキクラゲ、コショウイグチ、シロクロハツ(いずれも駒場野公園)などでし
た。皆さんはどんないきものたちと出会いましたか？ き し ょ う だ い 

は つ ね 
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【発見したいきもの】 
・ウナギ（1尾）→写真 ・メダカ（10尾） ・ヒキガエル（2匹） 

・アユ（30尾） ・外来魚類（1尾） ・ゴカイ（１匹） 

・マハゼ（1尾） ・アカミミガメ（2匹） ・ミナミヌカエビ類（4匹） 

・スミウキゴリ（42尾） ・クサガメ（１匹） ・アメリカザリガニ（５匹） 

・マルタ（2尾） ・ゴカイ（１匹） ・モクズガニ（1匹） 

・ボラ（1尾） ・クロベンケイガニ（３匹）・ミズムシ（１匹） 

・ドジョウ（1尾）      などでした！ 

両日とも、淡水魚類研究者君塚芳輝さんの指導で開催されました！ 

6月 6日は 54名、11月 12日は 60名の方にご参加いただき、合計で 37種のいきものを発見しました。 

【発見したいきもの】 
・モツゴ（60尾） ・コゲラ（1羽） 

・トウヨシノボリ（3尾） ・ジョウビタキ 声のみ（1羽） 

・ブルーギル（35尾） ・ハクセキレイ（1羽） 

・コイ目撃（多数） ・カワウ（1羽） 

・キンクロハジロ（38羽） ・アカミミガメ（1匹） 

・カルガモ（4羽）       などでした！ 

東京大学教養学部附属教養教育高度化機構特任助教 加藤俊英さんの指導で開催さ

れました！31名の方にご参加いただき、合計で 19種のいきものを発見しました。 
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いろいろな 野鳥が集う公園 

真冬の寒さが続く中、春目前の駒場野公園でいきもの観察はいかがでしょう

か？葉っぱが散った樹木も、枝先をよく見れば色々な形の冬芽が…。寒さをこ

らえてじっと春を待つ冬芽は可愛らしいものです。また冬になると訪れる“冬

鳥”はバードウォッチングの定番。自然観察舎では 2月末まで特別プログラム

「とりツアー」を実施中です。スタッフと一緒に公園内をまわり、野鳥観察を

楽しみましょう。（駒場野公園自然観察舎より） 

春を告げるブンゴウメ 

 立春を過ぎてもまだまだ寒い季節。でも園内をのんびり歩いてみ

ると、ちょっとずつ春の気配を感じることができます。そのひとつが、

“ブンゴウメ”の花です。ブンゴウメは豊後国
ぶんごのくに

（現在の大分県の大部

分）の発祥だそうで、花が終わると大きな実ができます。園内には一

重咲きと八重咲きが１本ずつあって、随分印象が異なります。例年、2 月下

旬頃からつぼみが膨らみ始め、３月上旬から中旬頃まで花をめでることがで

きます。ぜひ春の訪れを感じにいらしてください。（中目黒公園花とみどりの学習館より） 

 

 

身近な自然を守り、いきものたちと共に暮らせるまちを未来に伝えていくため平成２６年４月から推進している

『ささえあう生命
い の ち

の輪
わ

 野鳥のすめるまちづくり計画(目黒区生物多様性地域戦略)』をポイント紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いきもの調査は、無理をして探しに出かけなくても、日ごろの生活の中で出会ったものを 

お知らせいただいております。楽しみながら参加してください 

●いつ(年月日) 

●どこで 

●なにを見た 

●ようす・メッセージ 

●いつも観察情報をありがとうございます。いただいた情報は、貴重な記録としてパソコンに集約しております。 

紙面の都合上全部をご紹介できないことをお許しください 

●調べるいきものたちのパンフレットをご希望の方は、係までお申し込みください。また、『めぐろのいきもの 80選』 

 を目黒区総合庁舎,自然観察舎,花とみどりの学習館,目黒区書店商業組合加盟の書店などで販売中(1冊 400円)です 

●いただいた写真等は、通信員だよりのほか区発行の印刷物に使用することがありますのでご了承ください 

●通信員をおやめになりたいときや、転居のとき、お名前の誤りなどはお電話等でご一報ください 

●観察情報や写真は郵便・ＦＡＸ・Ｅメール（sizen@city.meguro.tokyo.jp）でみどりと公園課までお送りください。 

 お写真をいただくと、種類を見分けるのに役立ちます 

●通信員だよりはホームページからダウンロードできます。発行時にはメールでお知らせすることもできます。通信員だ

よりの郵送が不要の方は、上記のメールでご連絡ください 

目標３ すべての主体があらゆる活動で「ささえあう生命
い の ち

の輪
わ

」の確保を目指した協力と連

携を行います 

○自然とふれあう活動を通して地域づくりを進めます 

○いきもののつながりに配慮した事業活動を広げます 

○サクラや公園の自然を活用したみどりの観光都市を目指します 

(本編は区立図書館で閲覧できます) 

川や公園の冬鳥 タンポポの花 

ツクシ 

ウグイスの初音 

一重咲き 

八重咲き 

ヒキガエルのがま合戦 


